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ごあいさつ
　総合計画は、本市の最高規範である「池田市みんなでつくるまちの基本条例」に基づく、ま
ちづくり全体の指針です。同条例では、行政や市議会のみならず、市民や地域団体、企業、
NPOなどの協働によってまちづくりを行うことが基本理念とされています。総合計画もこ
の基本理念に沿うものとして、昭和 45 年の当初策定以後、５次にわたる改定を重ねながら、
その時々の社会状況等に応じた計画的なまちづくりに努めてきました。

　そして、令和の時代を迎えた今、人々のライフスタイルや価値観は日々刻々と多様化して
います。また、少子高齢化と人口減少が進行し、自然災害や新型感染症の流行などの避ける
ことのできない諸課題にも直面しています。こうした激動の現代社会において、来るべき未
来を見据え、皆さまと共に創る今後 10 年間の池田市の姿を今一度明らかにするために、今
般、総合計画を全面改定しました。

　第７次となる今回の総合計画では、めざすまちの将来像として「笑顔あふれる豊かな暮ら
しを未来につなぐ　みんなが大好きなまち」を掲げました。この“みんな”には、住民はもち
ろん、通勤、通学、観光などで本市を訪れる人々、本市のファンやサポーターのような人々
までを想定し、それぞれの豊かな暮らしや関わりを支えるまちづくりを進めてまいります。

　また、まちづくりにおける協働の促進に向けて、本計画中の全施策を、国際的な目標であ
るSDGs（持続可能な開発目標）の 17 のゴールと結びつけました。SDGsの目標年次である
2030 年、そしてその先の未来に向けて、SDGsの理念を踏まえた取組を進めてまいります。
また、本計画をきっかけとし、SDGsを通じて様々な連携が広がっていくことも期待してい
ます。

　計画の構成や編集においては、わかりやすく、だれもが身近に感じていただけるような、
カラフルで親しみやすいものにすることを意識しました。市民をはじめ、池田市に関わる“み
んな”に、本計画をご覧いただき、持続可能なまちづくりにご参画いただけますと幸いです。

　最後に、本計画策定にあたりまして、市議会、総合計画審議会、市
民意識調査やワークショップ、パブリックコメント等を通じて貴重
なご意見をお寄せいただいた皆さまに心より感謝申し上げますとと
もに、めざすまちの将来像の実現に向けた市政運営及び皆さまとの
協働の推進につきまして、なお一層のご理解とご協力をお願い申し
上げます。

池田市長

瀧澤 智子
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基本構想
第 1 部 序論

 C O N T E N T S C O N T E N T S

	 3  ・・・基本構想 	19  ・・・前期基本計画

	69  ・・・資料編

	 1.	はじめに
	20  ・・・❶前期基本計画の策定にあたって

	 	 ❷前期基本計画の施策体系と

	 	 　関連する SDGs のゴール

	 2.	施策の展開
	22  ・・・❶施策の⾒⽅

	25  ・・・　施策ごとの取組

	25  ・・・　（1）価値を高め発信するまちづくり

	35  ・・・　（2）子どもと大人の未来を育てるまちづくり

	45  ・・・　（3）いきいきと暮らし続けられるまちづくり

	55  ・・・　（4）快適さを実感できる
	 	 　　		安全・安心なまちづくり

	 3.	計画の推進
	64  ・・・❶まちづくりの進め⽅

	64  ・・・　（1）SDGs	の推進

65  ・・・　（2）みんなで取り組むまちづくり

	66  ・・・　（3）持続可能な都市経営

	67  ・・・❷評価に基づく進⾏管理

	68  ・・・❸施策の重点化

	 	 1.	はじめに
	 4  ・・・❶策定の趣旨

	 	 ❷計画の位置づけ

	 5  ・・・❸計画の構成

	 	 ❹計画の期間

	 2.	池⽥市を取り巻く状況
	 6  ・・・❶社会の動向

	 8  ・・・❷池田市の現状

	 1.	まちの将来像
	12  ・・・❶めざすまちの将来像

	14  ・・・ ❷⼈⼝の⽬標

15  ・・・❸財政の⽬標

	 	 ❹⼟地利⽤の⽅針

	 2.	施策の⽅針
	16  ・・・❶まちの将来像の実現に向けた

	 	 　基本的な考え⽅

	 	 ❷施策の柱

	18  ・・・❸まちづくりの進め⽅
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